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1．原著論文（報文）（２件） 

 

1）秋田蔵付分離酵母シリーズ純米酒の商品化 ・・・・・・・・・・・・・・・1 

○大野 剛、渡邉誠衛、上原智美、髙橋 仁 

 

 

2）清酒のビン内気相とビンの色が熟成に与える影響について・・・・・・・・・ 8 

   ○渡邉誠衛、大野 剛、小林忠彦、佐渡高智 
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Vol.18 9-16 (2016)

Seiei WATANABE, Tsuyoshi OHNO, Tadahiko KOBAYASHI,  
and Takanori SADO 
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ppm
Ba Na Cr Cu K Mg Mn Pb Al Cd Co Fe

0.00 9.88 0.03 0.06 17.60 8.76 1.79 0.24 0.07 0.10 0.08 0.06
0.00 9.67 0.03 0.06 18.08 8.87 1.79 0.30 0.07 0.07 0.11 0.08
0.00 9.16 0.03 0.12 18.33 8.86 1.74 0.30 0.08 0.05 0.11 0.06
0.00 10.19 0.03 0.08 18.14 8.92 1.82 0.30 0.07 0.05 0.12 0.08
0.00 10.03 0.03 0.07 18.19 8.84 1.82 0.31 0.06 0.05 0.13 0.06
0.01 10.66 0.03 0.07 17.57 8.85 1.83 0.30 0.06 0.04 0.12 0.08
0.00 10.35 0.03 0.07 17.57 8.95 1.85 0.30 0.10 0.03 0.13 0.09
0.00 10.30 0.03 0.06 18.27 9.10 1.85 0.30 0.10 0.02 0.12 0.08
0.01 10.61 0.04 0.05 17.82 9.20 1.88 0.28 0.11 0.02 0.11 0.07
0.00 10.20 0.03 0.04 17.79 9.30 1.88 0.28 0.07 0.02 0.10 0.08
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Ba Na Cr Cu K Mg Mn Pb Al Cd Co Fe
0.563 0.699 -0.204 -0.305 0.389 0.391 -0.053 0.528 -0.444 0.060 0.009 -0.421 -0.338 Ba

0.436 -0.682 -0.541 0.433 0.867 0.105 0.274 -0.561 0.355 0.512 -0.797 -0.721 Na
-0.400 -0.095 0.490 0.492 -0.038 0.530 -0.443 0.053 -0.237 -0.437 -0.444 Cr

0.513 -0.551 -0.820 0.309 -0.127 0.280 0.160 -0.481 0.814 0.738 Cu
-0.020 -0.416 0.473 0.039 -0.035 0.120 -0.280 0.534 0.602 K

0.761 -0.043 0.553 -0.791 -0.023 0.385 -0.708 -0.586 Mg
0.022 0.403 -0.729 0.237 0.564 -0.920 -0.843 Mn

-0.067 -0.461 0.892 0.232 0.233 0.247 Pb
-0.562 0.117 0.174 -0.561 -0.544 Al

-0.555 -0.449 0.569 0.477 Cd
0.354 -0.047 -0.094 Co

-0.604 -0.519 Fe
0.954
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2．原著論文（研究ノート）（2件） 

 

 

1）キクイモ熱水抽出液のフルクトース含有糖質・・・・・・・・・・・・・・17 

   ○戸松 誠 

 

 2）配合の異なる玄米麹味噌の評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21 

   ○渡辺隆幸、佐々木康子、尾張かおる、髙橋 仁 
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Vol.18 17-20 (2016)

Makoto TOMATSU 

Helianthus tuberosus L.

Fru
ß2 1 3,000 5,000

Glc

Suc
Suc Fru 1 3

Suc
30~60%

Fru

2015 12

5 mm  FDU-1110

OHAUS MB35
Inulin from chicory Sigma-Aldrich 1-

20 mg 10 ml 85 C 1 3,000 rpm
5 min 0.45 μm
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Dionex DX500
Glc Fru Suc 1-

CarboPac PA1 (4 ×250 mm) 
A = H2O
B = 0.1 M NaOH 
C = 0.1 M NaOH/0.5 M CH3COONa

 0–15 min = A90–20%, B10–80%, C0% 
15–60 min = A20%, B80–0%, C0–80% 
60–65 min = A20%, B0%, C80% 
65–80 min = A90%, B10%, C0% 

1 ml/min 
Pulsed electrochemical detector (PED) 

25 μl 
Fru

0.1 ml 0.3 N 0.9 ml 80 C 20
Glc Fru Suc

Glc Fru Suc
DP Prosky Hoebregs

Fru  = [ (Glc a  Glc b) + (Fru a  Fru b)  (Suc b  Suc a)] × f  
f 0.9 Glc Glc
a 4)
b 3)

DP = (Fru a  Fru b) / (Glc a  Glc b) + 1 

DP=15 RT
46.32 min

Glc Fru
Fru

DP=3 1-
DP=4

Glc Fru
Glc
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DP
Fru 1-

Fru
Kocsisk DP

60~68% 56~64% DP
13~18

47~55% Kocsisk DP 4~5
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Fru
73.6 40.8 / 55.4 50.9 28.1 / 55.2

Glc Fru

2016
http://hfnet.nih.go.jp/contents/detail565.html

1984 p146, .
1987

61,  915-923. 
Prosky L, Hoebregs H (1999) Methods to determine food inulin and oligofructose. J. Nutr., 129,
1418-1423.  
Kocsis L, Liebhard P, Praznik W (2007) Effect of seasonal changes on content and profile of soluble 
carbohydrates in tubers of different varieties of Jerusalem artichoke (Helianthus tuberosus L.).  J. 
Agricul.  Food  Chem., 55,  9401-9408. 
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Vol.18 21-24 

Takayuki WATANABE, Kouko SASAKI, Kaoru OWARI  
and Hitoshi TAKAHASHI 
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3．総説（1件） 

 

 

1）じゅんさい未利用部の高度利用化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25 

   ○畠 恵司 
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Vol.18 25-30 (2016)

Keishi HATA 

Harvestech
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A

1. (2004) "
(3) 209, 298-304. 

2. Itoh M., Abe Y., Iwama Y., Kimura F., Satoh M., Shoji M., Takahashi J., Toshima G.,
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Hiroki S., Hiwatashi K., Hata K. (2009) HPLC analysis of lipoproteins in culture medium 
of hepatoma cells: an in vitro system for screening antihyperlipidemic drugs. Biotech.
Lett., 31, 953-957. 

3. Takahashi J., Toshima G., Matsumoto Y., Kimura F., Kiuchi T., Hamada K., Hata K.  
(2011) In vitro screening for antihyperlipidemic activities in foodstuffs by evaluating 
lipoprotein profiles secreted from human hepatoma cells. J. Nat. Meds., 65, 670-674. 

4. , , ,  (2012)

 New Food Industry 54, No.4, 1-9. 
5. Shimoda H., Nakamura S., Hitoe S., Terazawa S., Tanaka J., Matsumoto T., Matsuda H. 

(2014) Anti-adipogenic polyphenols of water shield suppress TNF- -induced cell damage 
and enhance expression of HAS2 and HAPB2 in adiponectin treated dermal fibroblasts.  
Nat. Prod. Chem. Res., 2: 146. 

6.  (2012) 
Food style 21 18, 76-79. 



4．特許の概要（２件） 

 

1）発明の名称：アンジオテンシン変換酵素阻害ペプチド、該ペプチドを含有する 

アンジオテンシン変換酵素阻害剤、組成物及び食品、並びに、該ペプチドの製造方法 

発明者：戸松誠、高橋砂織 

嶋影逸、山田清繁（(株)ヤマダフーズ） 

 

２）発明の名称：レニン阻害剤、キマーゼ阻害剤、並びにレニン阻害活性及び／又は 

キマーゼ阻害活性を有する食品 

発明者：韮澤悟（国際農林水産業研究センター） 

高橋砂織 
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５．学会発表概要（26 件） 

1）発表学会：日本生化学会東北支部 第 81例会 

発表日と場所：2015年 5月 9日（土）、東北大学片平さくらホール（仙台市） 

塩題名：新規アンギオテンシン変換酵素２測定用蛍光消光基質の開発とその応用 

発表者：○高橋砂織１、熊谷久美子２、畠恵司１、宮脇舞３、横田早希３、後藤猛３、 

韮澤悟４、杉山俊博５ (１秋田県総食研、２（株)ペプチド研、３秋田大院・工資、 

４国際農研、５秋田大院・医) 

2）発表学会：日本生化学会東北支部 第 81例会 

発表日と場所：2015年 5月 9日（土）、東北大学片平さくらホール（仙台市） 

塩題名：バキュロウイルス感染昆虫細胞によるヒト型 ACE2の細胞内外生産挙動及び 

その特性解析 

発表者：○横田早希 1、宮脇舞 1、後藤猛 1、韮澤悟 2、高橋砂織 3 

（1秋田大院・工資、2国際農研、3秋田県総食研） 

3）発表学会：第 25 回 秋田応用生命科学研究会学術講演会 

発表日と場所：2015年 6月 12日 秋田県総合食品研究センター（秋田市） 

演題名：中国における機能性食品素材及び食品加工用酵素の開発 

発表者：○韮澤悟（国際農研）、程永強（中国農業大学）、高橋砂織（秋田県総食研） 

4）発表学会：日本光脳機能イメージング研究会 第 18回学術集会 

発表日と場所：2015年７月 25日、星陵会館（東京都） 

演題名：精油芳香が前頭葉賦活課題遂行時の NIRS脳血流変化量に及ぼす影響 

発表者：○熊谷昌則（秋田県総食研） 

5）発表学会：日本調理科学会 平成 27年度大会 

発表日と場所：平成 27年 8月 24日、静岡県立大学（静岡市） 

演題名：次世代に伝え継ぐ日本の家庭料理～秋田県の聞き書き調査結果（第１報）～ 

発表者：○大野智子 1、山田節子 1、三森一司 1、髙山裕子 1、熊谷昌則 2、髙橋徹 2、逸見洋子 3、

駒場千佳子 4、長沼誠子 3（1聖霊短大，2秋田県総食研，3秋田大，4女子栄養大） 

6）発表学会：日本調理科学会 平成 27年度大会 

発表日と場所：平成 27年 8月 24日、静岡県立大学（静岡市） 

演題名：次世代に伝え継ぐ日本の家庭料理 ～秋田県の聞き書き調査結果（第２報）地域特有の

料理の特徴～ 

発表者：○髙山裕子 1、山田節子 1、三森一司 1、大野智子 1、熊谷昌則 2、髙橋徹 2、逸見洋子 3、

駒場千佳子 4、長沼誠子 3（1聖霊短大、2秋田県総食研、3秋田大、4女子栄養大） 

7）発表学会：日本食品科学工学会 第 62回大会 

発表日と場所：2015年 8月 28日、京都大学（京都市） 

演題名：秋田オリジナルワカメの特徴 

発表者：○大能俊久（秋田県総食研）、中林信康（秋田県水産振興セ）、塚本研一（秋田県総食研） 

8）発表学会：第 65回 東北畜産学会宮城大会 

発表日と場所：2015年 8月 28日、東北大学（仙台市） 

演題名：ウシ iPS 細胞の樹立を目指した研究：EGAM1 ホメオタンパク質群がマウス iPS 細胞の樹



立に与える影響 

発表者：◯ 菊地貴裕 1、野中愛純 1、 熊谷友希 1、佐々木玲 1・2、福田智一 3、小林 正之 1 

（1秋田県大院・生物資源、2秋田県総食研、3東北大院・農） 

9）発表学会：第 65回 東北畜産学会宮城大会 

発表日と場所：2015年 8月 28日、東北大学（仙台市） 

演題名：ホメオタンパク質 EGAM1Nの強制発現はマウス ES細胞の終末分化に影響する 

発表者：○野中愛純１、吉田美智子１、菊地貴裕１、熊谷友希１、佐々木玲１･2、小林正之１ 

（1秋田県大院・生物資源、2秋田県総食研） 

10）発表学会：第 65回 東北畜産学会宮城大会 

発表日と場所：2015年 8月 28日、東北大学（仙台市） 

演題名：動物胚の受胎促進を目指した改変型 FGF4タンパク質の開発 

発表者：○熊谷友希 1、菊地貴裕 1、野中愛純 1、佐々木玲 1・2、小林正之 1 

（1秋田県大院・生物資源、2秋田県総食研） 

11）発表学会：日本生物高分子学会 2015年度大会 

発表日と場所：2015年 9月 10日 香川大学（高松市） 

演題名：味噌中の ACE及び ACE2阻害活性について 

発表者：○高橋砂織、小笠原博信、渡辺隆幸（秋田県総食研） 

12）発表学会：第 108回 日本繁殖生物学会大会 

発表日と場所：2015年 9月 18日、宮崎大学（宮崎市） 

演題名：ホメオタンパク質 EGAM1Nの強制発現がマウス ES細胞の心筋分化に与える影響 

発表者：○野中愛純 1、吉田美智子 1、菊池貴裕 1、熊谷友希 1、佐々木玲 1･2、小林 正之 1 

（1秋田県大院・生物資源、2秋田県総食研） 

13）発表学会：第 108回 日本繁殖生物学会大会 

発表日と場所：2015年 9月 18日、宮崎大学（宮崎市） 

演題名：EGAM1ホメオタンパク質群の共発現がマウス iPS細胞の樹立効率に及ぼす影響 

発表者：◯ 菊地貴裕 1、野中愛純 1、熊谷友希 1、佐々木玲 1･2、福田 智一 3、小林 正之 1 

（1秋田県大院・生物資源、1･2秋田県総食研、3東北大院・農） 

14）発表学会：第 108回 日本繁殖生物学会大会 

発表日と場所：2015年 9月 18日、宮崎大学（宮崎市） 

演題名：動物胚の受胎率向上を目指した遺伝子組換え FGF4の開発：生物活性に重要な領域の同定

のための N末端短縮型マウス FGF4の生産 

発表者：○熊谷友希 1，菊地貴裕 1，野中愛純 1，佐々木玲 1･2，小林正之 1  

(1秋田県大院・生物資源，2秋田県総食研) 

15）発表学会：生体医工学シンポジウム 2015 

発表日と場所：2015年 9月 25日、岡山国際交流センター（岡山市） 

演題名：ワーキングメモリ課題遂行時の NIRS脳血流変化量に及ぼす精油芳香の影響 

発表者：○熊谷昌則（秋田県総合食品研究センター） 

16）発表学会：日本生化学会 2015年度大会 

発表日と場所：2015年 12月 1日 神戸国際会議場（神戸市） 



演題名：新規アンギオテンシン変換酵素２(ACE2)基質の開発及び 

大豆由来 ACE2阻害物質の同定 

発表者：○高橋砂織１、吉矢拓２、熊谷久美子２
、杉山俊博３ 

（１秋田県総食研、２（株）ペプチド研、３秋田大院・医） 

17）発表学会：日本エネルギー学会 第 11回バイオマス科学会議 

発表日と場所：2016年 1月 20日、新潟コンベンションセンター（新潟市） 

演題名：同時糖化発酵残渣を用いた杉微粉末からの同時糖化発酵 

発表者：西田孝伸１、進藤昌２、榊郁子１、高橋武彦１、森英明１ 

    （１秋田県立大学、２秋田県総食研） 

18）発表学会：第 15回 産総研・産技連 LS-BT合同研究発表会                

発表日と場所：2016年 2月 2日、産業技術総合研究所（つくば市） 

演題名：大豆由来アンギオテンシン変換酵素２阻害物質について 

講演者：○高橋砂織１、吉矢拓２、熊谷（芳澤）久美子２
、杉山俊博３  

（１秋田県総食研、２（株）ペプチド研、３秋田大院・医） 

19）発表学会：第 18回 化学工学会学生発表会 

発表日と場所：2016年 3月 5日、静岡大学浜松キャンパス（浜松市） 

演題名：バキュロウイルス感染 Sf9昆虫細胞によるヒト ACE2の生産挙動と酵素反応性 

発表者：○熊谷將太１、白取隆生１、宮脇舞１、横田早希１、韮沢悟２、高橋砂織３、後藤猛１ 

（１秋田大学、２国際農研、３秋田県総食研） 

20）発表学会：化学工学会 第 81回年会 

発表日と場所：2016年 3月 13日、関西大学（吹田市） 

演題名：昆虫細胞による組換えアンギオテンシン変換酵素２の生産と特性解析 

発表者：○横田早希１、白取隆生１、熊谷將太１、宮脇舞１、韮沢悟２、戸松誠３、高橋砂織３、 

後藤猛１（１秋田大、2国際農研、3秋田県総食研） 

21）発表学会：日本農芸化学会 2016年度大会 

発表日と場所：2016年 3月 28日、北海道大学（札幌市） 

演題名：原核微生物由来 D-アスパラギン酸エンドペプチダーゼ（パエニダーゼ） 

ホモローグの構造と活性 

発表者：○韮澤悟１、高橋砂織２（１国際農研、 ２秋田県総食研） 

22）発表学会：日本農芸化学会 2016年度大会 

発表日と場所：2016年 3月 28日、札幌市教育文化会館大ホール他（札幌市） 

演題名：肝細胞の分化ステージとリポタンパク質産生との関係 

発表者：○佐々木玲 1,3、三浦瑞穂 2、木村文子 2、高橋純一郎 2、小林正之 3、畠恵司 1 

（1秋田県総食研、2(株)スカイライト･バイオテック、3秋田県大院・生物資源） 

23）発表学会：日本畜産学会 第 121回大会 

発表日と場所：2016年 3月 29日、日本獣医生命科学大学（武蔵野市） 

演題名：ウシ iPS 細胞の樹立を目指した，非ウイルスベクターによる高効率なマウス iPS 細胞樹

立技術の開発 

発表者：○平出美鈴 1、楠原夏生 1、菊地貴裕 1、野中愛純 1、熊谷友希 1、佐々木玲 1，2、 



福田智一 3、小林正之 1（1秋田県大院・生物資源、2秋田県総食研、3東北大院・農） 

24）発表学会：日本畜産学会 第 121回大会 

発表日と場所：2016年 3月 29日、日本獣医生命科学大学（武蔵野市） 

演題名：FGF4により，初期胚に含まれる胎盤前駆細胞の形成を促進する：構造と生物活性の関連 

発表者：○熊谷 友希 1、菊地 貴裕 1、野中 愛純 1、佐々木 玲 1･2、高橋 利清 3、小林 正之 1 

(1秋田県大院･生物資源、2秋田県総食研、3秋田畜試) 

25）発表学会：日本畜産学会 第 121回大会 

発表日と場所：2016年 3月 29日、日本獣医生命科学大学（武蔵野市） 

演題名：マウス初期胚から発見したホメオタンパク質 EGAM1Nは，転写因子 NANOGとヘテロ複合体

を形成する 

発表者：野中愛純 1、菊地貴裕 1、熊谷友希１、佐々木玲 1・2、小林正之 1 

（1秋田県大院・生物資源、2秋田県総食研） 

26）発表学会：日本畜産学会 第 121回大会 

発表日と場所：2016年 3月 29日、日本獣医生命科学大学（武蔵野市） 

演題名：マウス初期胚から発見したホメオタンパク質 EGAM1Cによる iPS細胞の樹立促進効果 

発表者：○ 菊地貴裕 1、野中愛純 1、熊谷友希 1、佐々木玲 1・2、福田智一 3、小林正之 1 

（1秋田県大院・生物資源、2秋田県総食研、3東北大院・農） 
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６．外部発表論文概要（11件） 

1）論文題名：Aralin, a type II ribosome-inactivating protein from Aralia elata, exhibits 

selective anticancer activity through the processed form of a 110-kDa high-density 

lipoprotein-binding protein: A promising anticancer drug. 

著者名：Hiroko Otsuka, Yoshitaka Gotoh, Takashi Komeno, Takahide Ono, YasushiKawasaki,  

Naoyuki Iida, Yoshio Shibagaki, Seisuke Hattori, Makoto Tomatsu, Hirotada Akiyama, and  

Fumio Tashiro  

雑誌名：Biochemical and Biophysical Research Communications, 453, 117-123 (2014) 

発行日：2014年 10月 10日 

2）論文題名：Processed soymilk effectively ameliorates blood pressure elevation in 

spontaneously hypertensive rats. 

著者名： Md Alauddin, Hitoshi Shirakawa, Kazuyuki Hiwatashi, Atsushi Shimakage, Saori 

Takahashi, Mamoru Shinbo, and Michio Komai 

雑誌名： Journal of Functional Foods, 14, 126-132 (2015) 

発行日：2014年 1月 29日 

3）論文題名：Inhibition of HIV-1 reverse transcriptase activity and HIV-1 replication by 

Brasenia schreberi (Junsai)  and Petasites japonicus (Fuki) components. 

著者名： Tetsuo Hisayoshi, Mayu Shinomura, Kanta Yokokawa, Ikumi Kuze, Atsushi Kinoshita, 

Kumi Kawaji, Eiichi N. Kodama, Keishi Hata, Saori Takahashi, Satoru Nirasawa, Shohei Sakuda, 

and Kiyoshi Yasukawa 

雑誌名： Journal of Natural Medicines, 69, 432-440 (2015) 

発行日：2015年 2月 18日 

4）論文題名：Partial inhibition of differentiation associated with elevated protein levels 

of pluripotency factors in mouse embryonic stem cells expressing exogenous EGAM1N 

homeoprotein.  

著者名：Shiori Sato, Masato Nakazawa, Yumi Kihara, Yusuke Kubo, Yuki Sato,Takahiro Kikuchi,  

Asumi Nonaka, Akira Sasaki, Jun Iwashita, Jun Murata, Masahiro Hosaka, and Masayuki 

Kobayashi 

雑誌名：Journal of Bioscience and Bioengineering, 120, 562-569 (2015) 

発行日：2015年 3月 26日 

5）論文題名：Surface plasmon resonance application study using immobilized recombinant 

human renin to screen for renin inhibitory activity. 

著者名： Takeshi Gotoh, Ken-Ichi Kikuchi, Kazuyuki Hori, and Saori Takahashi 

雑誌名： Japanese Journal of Food Safety, 22, 18-24 (2015) 

発行日：2015年 4月 24日 

6）論文題名：マウス ES細胞におけるホメオタンパク質 EGAM1Nまたは EGAM1C の強制発現は動物

胚の形態形成に関与する Wntファミリー遺伝子の発現を誘導する.  

著者名：佐藤由貴、佐藤梓織、菊地貴裕、野中愛純、佐々木玲、小林正之 

雑誌名：東北畜産学会報 65, 14-21 (2015) 



発行日：2015年 6月 15日 

7）論文題名：Nicotianamine is a novel angiotensin-converting enzyme 2 inhibitor in soybean. 

著者名： Saori Takahashi, Taku Yoshiya, Kumiko Yoshizawa-Kumagai, and Toshihiro Sugiyama 

雑誌名： Biomedical Research, 36, 219-224 (2015) 

発行日：2015年 6月 24日 

8）論文題名：味噌の持つ高血圧抑制物質について（総説） 

著者名：高橋砂織 

雑誌名： 日本醸造協会誌 110, 636-648 (2015) 

発行日：2015年 9月 15日 

9）論文題名：杉微粉砕物の酵素糖化に及ぼすリン脂質ポリマーの影響 

著者名：進藤昌 

雑誌名：Journal of the Japan Institute of Energy, 94, 1098-1104 (2015) 

発酵日：2015年 11月 20日 

10）論文題名：Fermented barley extract supplementation ameliorates metabolic state in 

stroke-prone spontaneously hypertensive rats. 

著者名： Ardiansyah, Hitoshi Shirakawa, Puspo E. Giriwono, Kazuki Oguchi, Kazuma Ueda, 

Hideki Hokazono, Kazuyuki Hiwatashi, Saori Takahashi, Shoko Sato, and Michi Komai 

雑誌名： Bioscience, Biotechnology and Biochemistry, 79, 1876-1883 (2015) 

発行日：2015年 11月 30日 

11）論文題名：味噌由来アンギオテンシン変換酵素２作用物質に関する研究 

著者名：高橋砂織、小笠原博信、渡辺隆幸 

雑誌名： 中央味噌研究所報告 37, 46-58 (2016) 

発行日：2016年 3月 31日 
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